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東大生、新冠へ。

参加した学生 （写真左から）

新冠町を見て、知る
サラブレッド銀座 レ・コード館優駿スタリオンステーション

牧場作業を体験し、競馬を知る

このほか、朝日の森や道の駅、新冠温泉など町内の多くの施設を訪れました。
また、新冠での最後の夜には、海辺で流星群を眺めるなど、新冠の自然にも触れました。

ホロシリ乗馬
クラブ

新冠町乗馬スポー
ツ少年団の小学生
と交流しながら、
乗馬体験を行いま
した。

㈲豊栄牧場
生産牧場の話しの
ほか、歴史など、
新冠町の各分野に
ついて話しを聞き
ました。

L i f e  i s .. .
場所非公開で運営
している引退馬牧
場。競走馬引退後
のセカンドキャリ
ア、サードキャリ
アの現状について
話しを聞きました。

㈲ビッグレッド
ファーム

競走馬調教の様子
や調教設備、種牡
馬厩舎を見学後、
競走馬の育成をは
じめ、牧場の仕事
について話しを聞
きました。

バックヤードツアー中、作業を体験した
牧場の馬がレースに勝利。ツアーを一時
中断し、口取り写真に参加しました。

日高町のサンバマウンテンファームで牧場作業を体験し、門別競馬場ではバック
ヤードツアーなどを通して、牧場と競馬のつながりを学びました。

人と話し、新冠を考える

座談会で新冠川でのカヌー体験が話
題になり、学生たちは興味津々。夕
食前に急きょ体験することになり、
思いがけない出来事となりました。

町民や軽種馬産業に関わる人たちとの座談会を行い、
仕事や暮らし、新冠の魅力や課題について話し合いました。

期間中は字西泊津の「ルーミーステイ
にいかっぷ」に宿泊しました。

４人が考えた、新冠のこれから
町の魅力をつなぎ、
　　　　　周遊を生み出す
町内のさまざまな施設や資源をつなぎ、共通券
やモデルコースなどを活用して、町を巡る仕組
みをつくることを提案しました。

新冠の魅力を発信し、
　　　子どもの体験を未来へ
町の魅力を発信するとともに、子どもたちが馬
や地域に触れる体験を通して、将来の新冠への
思いを育むことを提案しました。

通り過ぎるまちから、
　　　滞在して楽しむまちへ
馬や自然など新冠の魅力を生かし、宿泊や体験
を組み合わせた滞在型観光へ転換することを提
案しました。

 このフィールドワークを支えた人たち

鈴木 幹太さん 和泉 悠太さん 武田 知士さん 守時 早紀さん
人文社会系研究科
日本文化研究専攻
日本史学専門分野
修士課程　　１年

工学部
社会基盤学科
政策・計画コース

３年

農学部
応用生命科学課程
生命科学・工学専
修　　　　　３年

教養学部（前期課
程）理科二類

２年

２

３

４

鈴木 幹太さん 和泉 悠太さん

武田 知士さん

昨年、学生として体験
活動に参加したことを
きっかけに、地域おこ
し協力隊として活動す
ることを決意しました。
今 年 は 主 催 者 側 と し
て 学 生 た ち の 行 程 を
コ ー デ ィ ネ ー ト し ま
した。

地域おこし協力隊
南　秀瞭さん

様似町「アポイワークス」
代表　徳重 誠さん

東京大学大学院在学中に
法政大学の軽種馬産業体
験活動を見たことをきっ
か け に 本 事 業 を 立 案 し、
東京大学の学生向けプロ
グラムとして実現しまし
た。 今 年 で ２ 年 目 と な
り、参加する学生の選抜
も行っています。

東京大学医学部健康総合科学科
特任助教　飯山 智史さん

昨年の体験活動の随行
をきっかけに新冠との
関 わ り を 続 け、 今 回 は
参加者への助言などで
取り組みを支えました。
ま た、 レ・ コ ー ド 館 の
データ登録システムの
構築にも携わっていま
す。

１

口取り写真にも参加

カヌーにも挑戦

８月 10 日から 14 日まで、
東京大学の学生４人が新冠町を
訪れました。
新冠で初めて顔を合わせた４人は、

「競走馬のふるさと日高～牧場から
学ぶ軽種馬（サラブレッド）産業
の今と未来～」をテーマに、
４泊５日のフィールドワークを
行いました。

馬を生かした体験を、
　　　　　未来の関係人口へ
子どもたちを対象に、新冠を巡りながら馬や地
域に触れる体験プログラムを設け、将来的な関
わりにつなげることを提案しました守時 早紀さん
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

少
年
野
球
新
冠
大
会
連
覇
達
成

　

８
月
２
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
第
48
回
少

年
野
球
新
冠
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新
冠
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
昨
年
に
続
い
て
優
勝
し

ま
し
た
。

　

新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
昭
和
45
年

に
設
立
さ
れ
、
56
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
13
人
が
所
属
し
、
6
年
生

5
人
に
と
っ
て
、
今
大
会
が
最
後
の
新
冠
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
３
点
ビ
ハ

イ
ン
ド
の
５
回
表
に
４
点
を
挙
げ
て
逆
転
す

る
と
、
６
回
表

に
も
１
点
を
追

加
し
、
そ
の
ま

ま
逃
げ
切
り
連

覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

６
年
生
の
卒

団
後
は
単
独
で

の
チ
ー
ム
編
成

が
難
し
く
な
る

た
め
、
新
ひ
だ

か
町
の
チ
ー
ム

と
の
合
同
チ
ー

ム
結
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

北
海
道
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
と

災
害
時
の
施
設
提
供
協
定

夏
の
行
事
を
地
域
で
楽
し
む

ろ
う
そ
く
出
せ
・
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

　

８
月
27
日
、
町
と
新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル

ズ
を
運
営
す
る
北
海
道
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト

株
式
会
社
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施

設
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

本
協
定
に
よ
り
災
害
発
生
時
に
は
、
同
社

が
運
営
・
管
理
す
る
宿
泊
施
設
等
を
活
用
し
、

要
配
慮
者
や
そ
の
家
族
に
施
設
を
優
先
的
に

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
避
難
者
に
は
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
を
一
時
的
な
休
憩
・
待
機
場

所
と
し
て
提
供
し
ま
す
。　

同
社
は
こ
れ
ま

で
も
、
災
害
時
に

避
難
し
て
き
た
方

を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
町
の
災
害
対

応
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。
協
定
締

結
に
あ
た
り
、
新

田
雅
司
代
表
取
締

役
社
長
は
「
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　恵寿荘で生活する中村チヱさん

が８月 21 日に１００歳の誕生日

を迎え、町長から長寿祝い金が贈

られました。

　当日は、たくさんのご家族が見

守る中、町長がお祝いの言葉を贈

り、ご家族からは花束が贈られ、

和やかな雰囲気の中で長寿を祝い

ました。

百歳おめでとうございます
長寿と末永い健康を祈念

　８月 15 日、節婦漁港で灯籠流

しが行われました。

　この行事は平成元年から続いて

おり、節婦町にゆかりのある多く

の人が訪れました。

　会場には地域の方々や帰省中の

親戚が集まったほか、普段はなか

なか会えない人とも再会し、灯籠

を見送りながら語り合いました。

人が集い、灯りを送る
節婦漁港の灯籠流し

　太陽の森ディマシオ美術館で初

めての公募展「屋外アワード」が

行われ、８月 11 日に表彰式が開

催されました。

　全国から約 50点の応募があり、

４点が入選しました。表彰式では、

美術館から賞金が、町から副賞の

毛ガニが贈られました。なお、入

選作品は園庭に展示されています。

太陽の森ディマシオ美術館で
初の公募展「屋外アワード」

　８月 31 日、新冠町仏教会主催の

荼毘供養法要が、水難者慰霊碑、

交通安全地蔵尊、合葬墓、荼毘供

養碑前の４カ所で行われました。

　この法要は昭和 60 年より毎年続

けられ、地域の弔いの文化を次世

代へ守り伝えています。今年は僧

侶４人を含む 22 人が参列し、読経

や焼香で故人を偲びました。

新冠町物故者追悼
荼毘供養法要が執り行われる

　８月 25 日、新冠町民スポーツ

センターで第 49 回新冠町老人ク

ラブ連合会スポーツ大会が開催さ

れ、約１００人が参加しました。

　「人間ばんば！」や「夏の雪か

きリレー」、新競技の「わっしょ

い！老連みこし」などで競い合い、

会場では参加者から大きな声援が

送られました。

力を合わせて競い合う
老人クラブスポーツ大会

　８月 23 日、レ・コード館で第

47 回日高管内吹奏楽祭が開催さ

れ、中学・高校・一般など 16 団

体が出演しました。

　町からは新冠中学校吹奏楽部と

にいかっぷピーマン楽団が出演

し、単独演奏を披露しました。ま

た、出演団体による合同演奏にも

加わり演奏しました。

新冠から２団体が出演
第 47 回日高管内吹奏楽祭

　

８
月
29
日
、
判
官
館
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
で
「
日
高
コ
ズ
ミ
ッ

ク
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

詩
人
の
御
徒
町
凪
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
「
Ｈ
ｉ-

Ｍ
Ａ
Ｇ
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
９
時

間
に
わ
た
り
、
日
高
管
内
の
バ
ン

ド
サ
ー
ク
ル
や
プ
ロ
の
音
楽
家
な

ど
14
組
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
日
高
管
内
７
町
の
特

設
ブ
ー
ス
や
飲
食
・
物
販
の
ブ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
音
楽
と

と
も
に
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
時
間
に
わ
た
り
音
楽
を
楽
し
む

森
林
公
園
で
「
日
高
コ
ズ
ミ
ッ
ク
祭
り
」

　

新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議

は
、
８
月
１
日
に
「
ろ
う
そ
く

出
せ
」
、
８
日
に
「
に
い
か
っ
ぷ

ふ
る
さ
と
盆
踊
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や

町
民
が
夏
の
行
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

「
ろ
う
そ
く
出
せ
」
で
は
、
小

学
生
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

町
内
を
回
り
、
協
力
事
業
所
を

訪
れ
ま
し
た
。
事
業
所
で
は
「
は

や
し
唄
」
を
歌
っ
て
お
菓
子
を

受
け
取
り
、
子
ど
も
た
ち
は
元

気
よ
く
お
礼
を
し
ま
し
た
。
今

年
は
保
護
者
に
も
引
率
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
、
主
催
団
体
や

保
護
者
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
Ｒ
ｅ
・
子
ボ
ラ
部
」
の
ほ
か
、

主
催
者
か
ら
協
力
を
依
頼
さ
れ

た
団
体
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
を

引
率
し
ま
し
た
。

　

８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
に
い

か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
」
で

は
、
子
ど
も
盆
踊
り
、
新
冠
音
頭
、

北
海
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浴
衣
姿
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
多
く
の
町
民
が
や
ぐ
ら
を

囲
ん
で
踊
り
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

や
露
店
も
並
ぶ
会
場
で
、
夏
の

夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、
役
場
会
議
室
で
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
達

成
」
の
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
令
和
３
年
２
月
16
日

か
ら
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
続
い
て

お
り
、
８
月
９
日
に
２
０
０
０
日

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
、
「
達
成
は
関
係

団
体
に
よ
る
啓
発
活
動
と
、
町
民

の
交
通
安
全
へ
の
意
識
に
よ
る
も

の
で
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成

北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
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１　

給
付
金
事
業
の
結
果
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
国
の
「
強
い
経
済
を
実
現
す

る
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
２
種
類
の
給
付
事
業
を
、
繰

越
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
６
月

末
を
も
っ
て
全
て
の
事
務
が
完
了
し
ま
し

た
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
「
物
価
高
騰
対
応
家
計
応
援

特
別
給
付
金
事
業
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

世
帯
主
に
対
し
、
世
帯
員
１
名
に
つ
き
一

律
１
万
８
千
円
を
給
付
す
る
も
の
で
、
予

算
段
階
で
は
対
象
を
４
９
７
０
人
と
見
込

ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
決
算
は
４
９
０
１

人
に
対
し
、
総
額
８
８
２
１
万
８
千
円
の

支
給
実
績
で
、
予
算
対
比
98
・
６
％
の
支

給
率
で
し
た
。

　

２
点
目
は
、「
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
事
業
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
児

童
手
当
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
に
対

し
、
子
ど
も
１
名
に
つ
き
一
律
２
万
円
を

給
付
す
る
も
の
で
、
予
算
段
階
で
は
対

象
を
７
５
０
人
と
見
込
ん
で
お
り
ま
し

た
。
決
算
は
６
３
４
人
に
対
し
、
総
額

１
２
６
８
万
円
の
支
給
実
績
で
、
予
算
対

比
84
・
５
％
の
支
給
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
児
童
数
の
把
握
が
で
き

な
い
公
務
員
家
庭
へ
の
対
応
を
見
込
み
、

対
象
人
数
を
多
め
に
見
込
ん
だ
結
果
、
支

給
率
が
や
や
低
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
両
事
業
と
も
早
期
支
給
と
支
給

漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
プ
ッ
シ
ュ
型
に
よ
る

給
付
方
法
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
未
申
請

者
に
対
す
る
周
知
活
動
を
複
数
回
行
う
な

ど
、
給
付
事
務
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
も

併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

２　

新
冠
町
老
人
憩
の
家
本
館
の
閉
鎖
に

つ
い
て

　

本
施
設
は
、
昭
和
56
年
に
「
高
齢
者
の

健
康
増
進
」
お
よ
び
「
交
流
機
会
の
確
保
」

を
目
的
に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
入
浴
利
用

や
各
種
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。

　

開
設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
て
、

利
用
者
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加

え
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
特
に
、

設
備
機
器
な
ど
の
更
新
に
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
11
月
に
、
設
備
機
器
の
故
障
で
更
新
を

要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
憩
の
家

本
館
を
閉
鎖
す
る
こ
と
を
方
針
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

も
周
知
し
た
上
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
、
本
年
６
月
の
ボ
イ
ラ
ー

保
守
点
検
に
お
い
て
、
保
守
業
者
か
ら
早

急
な
機
器
更
新
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、

更
新
に
は
約
７
０
０
万
円
の
費
用
を
要
す

る
と
の
報
告
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
７
月

以
降
、
入
浴
施
設
の
利
用
を
中
止
し
、
９

月
末
を
も
っ
て
本
館
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

施
設
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
周

知
し
て
い
た
こ
と
や
、
節
婦
老
人
憩
の
家

な
ど
代
替
施
設
の
利
用
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
利
用
者
へ
の
影
響
は
最
小
限
で
あ
る

も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
廃
止
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
解
体
を
含
め
検
討
す
る
所
存
で
す
。

３　

第
30
回
に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
祭
り

に
つ
い
て

　

本
年
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
、
７
月

18
日
、
19
日
の
両
日
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

町
内
の
祭
り
統
合
後
30
回
目
と
い
う
節
目

の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
催
し
に
は
、

子
ど
も
向
け
の
お
菓
子
ま
き
を
企
画
す
る

な
ど
の
彩
り
を
添
え
る
内
容
を
も
っ
て
開

催
す
る
計
画
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
開
催
両
日
は
悪
天
候

に
見
舞
わ
れ
、
市
街
地
に
お
け
る
２
日
間

の
降
雨
量
が
、
93
・
５
ミ
リ
を
記
録
し
、

風
速
５
メ
ー
ト
ル
超
え
る
強
風
に
な
り
ま

し
て
、
催
し
物
の
野
外
開
催
が
危
険
な
状

況
で
あ
っ
た
た
め
、
18
日
の
宵
宮
に
お
け

る
「
俵
担
ぎ
レ
ー
ス
」
は
中
止
と
な
り
、

翌
日
の
催
し
物
も
、「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を
除

く
全
て
の
催
し
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
、
催

し
物
の
大
部
分
が
中
止
と
な
る
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
判
断
は
、

お
祭
り
両
日
の
気
象
予
報
と
状
況
、
そ
し

て
危
険
性
を
見
極
め
た
も
の
で
あ
り
、「
人

の
安
全
に
は
代
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
責

任
あ
る
実
行
委
員
会
の
判
断
で
あ
っ
た
と

捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
は
、
将
来
へ
確
実
に
引
き
継
が
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
事
の
ひ
と
つ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
「
長
く
愛
さ
れ
る
お
祭

り
」
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

安
全
が
確
保
さ
れ
た
お
祭
り
で
あ
る
こ
と

町
長
行
政
報
告

が
何
よ
り
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
実
行
委
員
会
と
と

も
に
「
安
全
を
第
一
と
し
た
お
祭
り
運
営
」

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
町
民
に
愛
さ
れ
、「
次

の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
お
祭
り
」
と
な

る
よ
う
、
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

４　

創
業
支
援
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し

た
事
業
支
援
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

行
政
だ
け
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
、
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

困
難
な
時
代
に
直
面
す
る
中
、
町
は
、

民
間
事
業
者
の
持
つ
「
発
想
力
や
行
動
力
」

を
、
「
地
域
づ
く
り
の
力
」
と
し
て
用
す
る

こ
と
を
重
要
施
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

本
年
度
か
ら
「
創
業
」
や
、
「
公
共
施
設
の

利
活
用
」、
更
に
は
「
地
場
産
品
の
開
発
な

ど
」
へ
の
支
援
を
想
定
し
、『
創
業
支
援
補

助
制
度
』
を
創
設
し
て
、
民
間
事
業
の
立

ち
上
げ
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、「
地
場
産
業
開
発
支
援
制
度
」
を
拡

充
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
資
源
の
開
発
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
に
入
り
４
件

の
「
創
業
支
援
補
助
制
度
等
」
の
利
用
申

請
が
あ
り
、
審
査
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、

補
助
採
択
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

補
助
採
択
と
な
っ
た
の
は
、「
青
年
の
家

を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
」
や
「
朝
日
の
森

を
拠
点
と
す
る
香
粧
品
の
開
発
、
販
売
事

業
」、
更
に
は
、「
新
た
に
開
院
す
る
ペ
ッ

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
な
ど
の
創
業
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
事
業
が
立
ち
上
が
り
、
事
業
運

営
が
始
ま
っ
た
後
は
、
町
の
活
性
化
に
資

す
る
事
業
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
内
酪
農
家
の
方
が
自
家
製

生
乳
を
使
っ
た
チ
ー
ズ
な
ど
の
生
産
を
行

う
と
い
っ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、「
地

場
産
業
開
発
支
援
制
度
」
の
対
象
と
い
た

し
ま
し
て
、
６
次
産
業
モ
デ
ル
の
構
築
と

し
て
支
援
決
定
し
ま
し
た
。

　

先
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
は
、
行
政
だ
け
で
「
地
域

課
題
」
に
対
応
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
一
方
、
多
様
化
す
る
「
地
域
ニ
ー
ズ
」

に
応
え
て
行
く
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者

の
「
創
意
工
夫
や
行
動
力
」
を
地
域
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
に
な
る
と
の
考
え
の
も
と
、

町
は
こ
れ
ら
の
種
補
助
制
度
を
も
っ
て
民

間
事
業
者
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
拡
げ
る
こ
と
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
行
政
が
担
う
べ
き
役
割
と
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
民
間
の
「
発
想
力

と
行
動
力
」
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
込
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
持
続
性
を
意
識

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
く
考
え

で
す
。

５　

官
学
連
携
と
町
内
牧
場
の
協
力
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
に
行
っ
た
東
京
大
学
の
学

生
に
よ
る
「
牧
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
事
業
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
す

る
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
の
魅
力

の
再
発
見
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
若
い

世
代
の
「
視
点
」
と
「
自
由
な
発
想
」
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
「
力
」
と
な
り
う

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
参
加
者
の
中
に
は
、
当
町
の
「
自

然
環
境
」
と
、ま
ち
づ
く
り
「
軽
種
馬
生
産
」

に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
自
ら
の
将
来
へ
の

取
り
組
み
の
可
能
性
を
見
つ
け
た
学
生
も

お
り
、
現
在
、
企
画
課
内
に
籍
を
置
く
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
は
、
取
り
組
み
の
成
果
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
は
、

当
町
の
ま
ち
づ
く
り
資
産
で
あ
る
「
レ
コ
ー

ド
の
活
用
」
と
「
事
務
作
業
の
効
率
化
」

に
加
え
、
東
京
大
学
と
の
連
携
や
、
牧
場

と
の
協
力
に
よ
る
取
り
組
み
を
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い

る
ほ
か
、
新
冠
中
学
校
の
探
求
学
習
に
お

け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
支
援
す
る

な
ど
、
活
動
の
範
囲
は
、
多
方
面
に
及
ん

で
い
ま
す
が
、
活
動
開
始
か
ら
半
年
近
く

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
「
レ
・
コ
ー

ド
館
」
は
、
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

場
と
し
て
の
中
心
的
役
割
や
、
音
楽
遺
産

で
あ
る
「
レ
コ
ー
ド
の
収
蔵
と
管
理
」
を

担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
音
楽
的
価
値
を
有

す
る
収
蔵
レ
コ
ー
ド
の
更
な
る
活
用
に
つ

い
て
は
、
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
関
し
、
昨
年
の
「
東

大
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
提
言

さ
れ
た
、
レ
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
」
と
、「
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
入
力
作
業
の
効
率
化
」
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
協
力
隊
員
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
関
係

職
員
と
の
協
働
に
よ
る
作
業
手
順
の
共
有

化
も
図
ら
れ
る
な
ど
、
町
の
課
題
解
決
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　

今
後
、
レ
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

「
ネ
ッ
ト
公
開
」
が
、
ど
の
よ
う
な
反
響
を

生
み
出
す
か
は
未
知
数
で
あ
り
ま
す
。
し

第３回定例会

議　会
-第３回定例会 -

　９月８日に招集された第３回定例町議会

は 11 日、全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、町長、教育長の行政報告の

ほか、補正予算などが審議されました。

　広報では、町長と教育長の行政報告内容

についてお知らせします。
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雨のなか行われた氷川若衆会による神輿渡御
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提
供
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
安
心
・
安
全
な

避
難
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
然
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
日
頃

か
ら
の
備
え
と
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
対
策

の
検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
回
の
協
定
締
結
は
、
要
配
慮
者
の
安
心
・

安
全
な
避
難
環
境
の
確
保
に
お
い
て
、
大

き
な
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
度
の
協
定
締

結
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
今
後
も
、

こ
う
し
た
民
間
事
業
者
等
と
の
緊
密
な
連

携
に
よ
る
防
災
体
制
の
強
化
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
町
の
防
災
力
向
上
に
努
め
る

所
存
で
す
。

１　

「
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書
」

の
提
出
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書
は
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
「
効
果
的
な
教

育
行
政
を
推
進
し
、
地
域
住
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
」
こ
と
を
目
的
に
、
教
育

委
員
会
が
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
事
業

の
管
理
、
お
よ
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
、

点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

例
年
、
そ
の
内
容
を
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

公
表
し
、
情
報
公
開
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
７
年
度
に
教
育
行
政

執
行
方
針
で
掲
げ
た
重
点
施
策
に
基
づ
き
、

教
育
委
員
会
各
課
が
実
施
し
た
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
各
学

校
に
お
け
る
評
価
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら

内
部
評
価
を
行
っ
た
後
、
学
校
運
営
協
議

会
、
社
会
教
育
委
員
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
、
認
定
こ
ど
も
園
保
護
者
会

に
外
部
評
価
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
７
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
重
点
施
策
に
基
づ
き
、
計
画

し
た
事
務
事
業
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
教
育
予
算
全
体
に
わ
た
り
ご

配
慮
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
概
ね
計
画
ど

お
り
実
施
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
管
理
課
所
管
の
学
校
教
育
に
係

る
事
務
事
業
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
を
中
心

と
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
さ
ら
な
る

充
実
と
学
校
教
育
の
活
性
化
」
を
掲
げ
、

一
人
一
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

と
日
々
の
積
み
上
げ
に
よ
る
学
力
向
上
、

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
推
進
、
特
別
支
援
教
育

の
充
実
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推

進
、
教
育
環
境
の
整
備
、
認
定
こ
ど
も
園

の
教
育
・
保
育
の
推
進
の
７
つ
の
取
り
組

む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
推
進

目
標
に
基
づ
き
、
教
育
活
動
の
継
続
と
さ

ら
な
る
充
実
に
向
け
実
践
し
て
き
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
課
所
管
事
務
事
業
に

お
き
ま
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
生

涯
に
わ
た
り
、
学
び
あ
い
、
教
え
あ
う
学

習
社
会
」
を
掲
げ
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中

心
と
し
た
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
社
会
体

育
の
推
進
、
郷
土
愛
を
育
む
郷
土
資
料
館

事
業
の
推
進
、
豊
か
な
感
受
性
と
社
会
性

を
育
む
図
書
プ
ラ
ザ
事
業
の
推
進
、
豊
か

な
人
間
性
と
自
律
を
促
す
青
少
年
教
育
事

業
の
充
実
、
協
働
型
参
画
社
会
を
目
指
し

た
成
人
教
育
の
推
進
の
６
つ
の
取
り
組
む

べ
き
施
策
の
下
、
推
進
目
標
を
設
定
し
、

各
種
団
体
や
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る

人
材
、
ま
た
、
学
習
意
欲
を
持
つ
町
民
の

み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
年
間
を

通
じ
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
評
価
の

過
程
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
年
度
の
事
務
事
業
の
執
行
に
活
か
し
て

い
く
と
と
も
に
、
次
年
度
以
降
の
事
務
事

業
の
改
善
や
推
進
に
努
め
て
い
く
所
存
で

す
。

２　

令
和
８
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
年
、
４
月
末
に
実
施
し
ま
し
た
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
か
ら
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
小
学
校
６
学
年
、
中
学
校

３
学
年
を
対
象
に
「
教
科
に
関
す
る
調
査
」

と
し
て
国
語
、
算
数
・
数
学
、
英
語
の
３

教
科
に
つ
い
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
生

活
習
慣
や
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
」
と

し
て
、
児
童
生
徒
質
問
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
教
科
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

て
の
正
答
率
は
、
小
学
校
で
は
、
国
語
・

算
数
を
全
道
、
全
国
と
比
較
す
る
と
、
と

も
に
『
低
い
』
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
・
数
学
に
お
い
て

全
道
・
全
国
と
比
較
す
る
と
『
低
い
』
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
英
語
３

技
能
に
つ
い
て
は
、
全
道
・
全
国
と
ほ
ぼ

同
様
か
や
や
下
回
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
総
じ
て
全
道
・
全
国
平
均
よ
り
も

低
い
傾
向
に
あ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
答
率
３
割
以
下
の
児
童
生
徒

数
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
理
解

度
の
二
極
化
が
顕
著
に
表
れ
る
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
生
徒
へ
の
質
問
に
お
け
る

学
習
習
慣
な
ど
の
調
査
で
は
、
小
学
校
・

中
学
校
と
も
に
１
時
間
以
上
家
庭
学
習
を

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
全
国
を
大

き
く
下
回
り
、
現
在
の
中
学
校
３
年
生
が

小
学
校
６
年
生
当
時
の
調
査
結
果
と
比
較

し
て
も
、
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
指
導
な
ど
に
絡
め
て
睡
眠
時
間
や

ゲ
ー
ム
・
動
画
視
聴
時
間
な
ど
に
つ
い
て

学
校
・
家
庭
と
連
携
し
、
生
活
習
慣
の
改
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か
し
、
現
状
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
新
た

な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
可
能
性
が
拡
大
し
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
大
と
の
連
携
事
業
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
８
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で

の
５
日
間
、
４
名
の
大
学
生
と
関
係
者
が

訪
れ
、
町
内
牧
場
の
協
力
の
も
と
、
軽
種

馬
生
産
の
現
場
を
実
際
に
体
験
し
、
「
軽
種

馬
生
産
」
と
「
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
、

町
の
未
来
像
を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
取
り
組
み
に
お
き
ま
し
て
は
、

専
攻
の
異
な
る
学
生
が
個
々
に
テ
ー
マ
を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
当
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
提
言
型
の
取
り
組
み
と
は
、

異
な
る
も
の
で
し
た
が
、
若
い
発
想
と
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
実

に
有
意
義
な
取
り
組
み
に
な
っ
た
も
の
と

受
け
留
め
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
の
感
想
の
中
に
は
、
「
新
冠
町
は
、

観
光
に
頼
る
こ
と
な
く
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
る
」
「
町
の
強
い
エ
ン
ジ
ン
を
伸
ば
し

て
行
く
べ
き
」
な
ど
、
ど
れ
も
新
鮮
で
心

に
響
く
も
の
が
あ
り
、
新
た
な
視
点
を
胸

に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
大
学
が
行
う
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
は
、
学
生
を
受
け
入
れ
、
軽

種
馬
生
産
の
現
場
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
い

た
だ
い
た
牧
場
の
皆
さ
ま
の
「
ご
理
解
と

ご
協
力
」
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
実
施
主
体
で
あ
る
東
京
大
学
と
共
に
、

町
と
し
ま
し
て
も
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
大
に
よ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
は
、

今
後
３
回
実
施
計
画
さ
れ
て
お
り
、
当
町

で
の
取
り
組
み
の
事
例
を
協
力
隊
員
が
、

学
内
報
告
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

今
後
、
大
学
と
の
連
携
は
更
に
深
ま
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
き
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
と
の
協
議
や
町
民
の
声
を
丁
寧

に
聴
き
取
る
こ
と
に
加
え
、
町
外
か
ら
当

町
を
見
つ
め
る
「
新
た
な
視
点
」
や
、「
若

い
世
代
の
自
由
な
発
想
」
を
取
り
入
れ
て

行
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
大
学
と
の

連
携
は
、
町
が
気
付
か
な
か
っ
た
「
地
域

資
源
の
価
値
や
可
能
性
」
と
、
そ
の
「
活

用
手
法
」
を
見
出
す
契
機
と
な
り
、
今
で

は
収
蔵
レ
コ
ー
ド
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
と
い
っ
た
町
有
資
産
の
新
た
な
活
用
に

つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
官
学
連
携
を
交
流

事
業
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
大
学
が
有
す

る
「
知
見
」
や
「
若
い
世
代
の
発
想
」
に

加
え
、
町
内
の
牧
場
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
協
力
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
力
と
し
て

活
か
す
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性
を
生
み

出
す
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的

に
推
進
し
て
行
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

６　

大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て

　

本
年
、
７
月
18
日
か
ら
19
日
に
わ
た
り
、

北
海
道
に
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が
近
づ

き
、
日
高
地
方
で
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
町
の
状
況
を
、
こ
の
２
日
間
で
見
ま

す
と
、
最
大
24
時
間
雨
量
は
、
新
栄
で

１
２
５
ミ
リ
、
明
和
で
１
１
６
ミ
リ
、
笹

山
で
１
０
３
ミ
リ
、
町
内
８
カ
所
の
観
測

地
点
の
う
ち
６
地
点
で
80
ミ
リ
以
上
を
記

録
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
笹
山
に
お
け
る
７
月
の
雨
量
で

は
、
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
の
統
計

開
始
以
来
、
観
測
史
上
２
位
、
最
大
24
時

間
雨
量
１
０
３
ミ
リ
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雨
に
よ
る
「
被
害
状
況
」
で

す
が
、
町
道
や
河
川
・
明
渠
、
更
に
は
林

道
や
治
山
施
設
に
お
い
て
、
路
肩
決
壊
や

法
面
崩
土
、
土
砂
の
埋
塞
や
路
面
流
出
、

倒
木
な
ど
が
複
数
個
所
で
発
生
し
、
緊
急

対
応
を
要
す
る
と
判
断
し
、
７
月
21
日
付

で
専
決
処
分
に
て
、「
修
繕
費
予
算
」
を
追

加
補
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
道
路
・
河
川
・

明
渠
で
12
件
、
３
３
０
万
５
千
円
に
加
え
、

林
道
・
治
山
で
９
件
、
２
７
２
万
２
千
円
、

合
計
21
件
、
６
０
２
万
７
千
円
の
補
正
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪

雨
な
ど
、
従
来
と
異
な
る
災
害
事
象
が
各

地
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま

し
て
は
、
迅
速
な
初
動
対
応
が
実
行
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
「
危
機
管
理
意
識

の
向
上
」
と
「
体
制
整
備
」
に
努
め
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
防
災
行
政
を
推
進
す
る

所
存
で
す
。

７　

北
海
道
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会

社
と
の
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
等
の

提
供
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
当
町
と
北
海
道
ホ
テ
ル
＆
リ

ゾ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
本
年
８
月
27
日
付

け
で
「
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
等
の

提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、「
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
町
の
観
光
振
興

や
地
域
活
性
化
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
企
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
信
頼
関
係
を
背

景
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難

所
生
活
の
課
題
解
決
に
向
け
た
連
携
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
と
な
り
協
定
締
結
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
所
生
活
は
、
特
に
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
な
ど
の
配
慮
を
要
す
る
方
々
に
と
っ
て

肉
体
的
・
精
神
的
な
負
担
が
大
き
く
、
健

康
悪
化
の
リ
ス
ク
が
深
刻
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
ま
し
て
、
当
町

に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
社

が
運
営
・
管
理
す
る
宿
泊
施
設
な
ど
を
活

用
し
、
要
配
慮
者
や
そ
の
ご
家
族
に
、
宿

泊
施
設
を
優
先
的
に
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、

一
般
避
難
者
に
対
し
て
も
、
共
有
ス
ペ
ー

ス
を
一
時
的
な
休
息
・
待
機
場
所
と
し
て
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善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用

感
の
質
問
で
は
、
小
学
校
で
は
改
善
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
中
学
校
で
は
全
国
と
比

較
す
る
と
低
く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
踏
ま
え
、
中
学
校

で
は
特
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
誰
か
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
、
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
実
感
で
き
る
体
験
を
日
常
的
に
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
家
庭
も
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
と
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
。

　

他
の
項
目
で
は
、
『
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
、
自
分
で
課
題
を
立
て
て
情
報
を
集

め
て
整
理
し
、
調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る

な
ど
の
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
』

と
い
う
項
目
で
充
実
割
合
が
高
く
、
ふ
る

さ
と
学
習
な
ど
、
小
学
校
・
中
学
校
の
継

続
し
た
取
り
組
み
の
成
果
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
児
童
生
徒
が
身
に
着
け
る

べ
き
学
力
の
一
部
分
の
傾
向
で
あ
る
こ
と

や
、
調
査
結
果
は
、
学
校
に
お
け
る
教
育

活
動
の
一
側
面
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
他
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
分
析
・
評

価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
個
々
の
設

問
や
領
域
な
ど
に
着
目
し
て
、
学
習
指
導

上
の
課
題
を
把
握
・
分
析
し
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
本
年
度
の
結
果
を

踏
ま
え
、
校
長
を
中
心
と
し
て
、
教
職
員

が
詳
細
な
結
果
分
析
を
行
い
、
共
通
認
識

を
も
っ
た
上
で
、
今
後
の
授
業
改
善
や
、

家
庭
学
習
の
定
着
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
で
は
各
校
の
結
果
分
析
な

ど
を
受
け
て
、
教
職
員
で
組
織
す
る
小
中

連
携
推
進
会
議
に
お
い
て
、
町
と
し
て
の

分
析
と
課
題
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
目
標

を
定
め
町
全
体
と
し
て
共
通
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
広
報
誌
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
今
後
の
改
善
策
を
含
め
、
改
め

て
公
表
し
ま
す
。

３　

中
体
連
全
道
大
会
お
よ
び
各
種
大
会

の
出
場
結
果
に
つ
い
て

　

新
冠
中
学
校
で
は
、
本
年
度
、
男
女
陸

上
競
技
・
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
男
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
３
種
目
で
、
中
体
連
全
道

大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
お
よ
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
予
選
敗
退
と
い
う
結
果

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
男
女
と
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
が
惜
し

く
も
１
回
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
に
出
場
し
た
生
徒
達
は
暑
い

中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し

な
が
ら
最
後
ま
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
は
、「
日
胆

地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
中
学
校
Ｃ
編

成
の
部
に
出
場
し
、
見
事
「
金
賞
」
を
受

賞
し
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
全
道
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

各
種
大
会
へ
出
場
し
た
生
徒
た
ち
は
、

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
会
場
に
お
い
て
、
技
術

力
や
精
神
力
の
面
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

貴
重
な
経
験
を
し
、
大
き
く
成
長
し
た
も

の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
４　

静
内
高
校
馬
術
部
全
日
本
高
等
学
校

馬
術
競
技
大
会
団
体
３
位
入
賞
に
つ
い
て

　

静
内
高
等
学
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
ホ

ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
連

携
と
い
う
枠
組
み
で
、
新
た
に
馬
術
部
を

創
設
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

静
内
高
校
馬
術
部
は
、
団
体
競
技
と
し

て
行
わ
れ
る
第
60
回
全
日
本
高
等
学
校
馬

術
競
技
大
会
北
海
道
予
選
に
お
い
て
、
優

勝
し
、
７
月
22
日
か
ら
静
岡
県
御
殿
場
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
出
場
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

団
体
戦
は
３
人
１
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
、

今
大
会
は
静
内
高
校
２
名
と
北
星
学
園
女

子
中
学
高
等
学
校
１
名
に
よ
る
合
同
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
し
て
お
り
、
静
内
高
校
の

２
名
は
新
冠
町
か
ら
通
学
す
る
３
年
生
の

藤
本
夕
雅
さ
ん
、
須
田
侑
成
さ
ん
が
選
手

と
し
て
出
場
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
36
校
の
強
豪
校
が
集
ま
り
、
選
手
た
ち

の
実
力
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
で
用
意
さ

れ
た
「
貸
与
馬
」
を
い
か
に
乗
り
こ
な
す

か
と
い
う
人
馬
の
相
互
理
解
と
信
頼
、
戦

略
性
が
必
要
と
な
る
難
し
い
競
技
で
あ
る

中
、
静
内
高
校
合
同
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝

ま
で
勝
ち
進
み
、
堂
々
の
全
国
３
位
入
賞

の
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
冠
町
か
ら
多
く
の
生
徒

が
通
う
静
内
高
校
が
地
域
連
携
の
取
り
組

み
で
馬
術
部
の
創
設
と
と
も
に
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
非

常
に
喜
ば
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
今
後
も

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域

の
高
校
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
中
、
応
援
、

協
力
体
制
を
整
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
所
存
で
す
。

第３回定例会

「新冠町二十歳を祝う式典」のお知らせ

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

　令和９年１月10日 (日 )レ・コード館において「二十

歳を祝う式典」を開催します。出席するには事前の申

込が必要です。

○対象者

　平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの方

で、次の条件を満たす方。

　（１）現在、新冠町に居住している方

　（２）新冠町出身の方

○開催日時

　令和９年１月 10 日（日）12 時 00 分～ 12 時 30 分

○会　　場：レ・コード館　町民ホール

○申込方法

　申込フォームより必要事項を入

力し申込み下さい。申込フォーム

には、右のＱＲコードよりアクセ

スできます。　

　申込後、11 月 24 日（火）までに式典の案内が郵送

されない場合は必ずお問い合わせください。

○申込期限　　令和８年 11 月９日（月）まで

●問い合わせ先

　教育委員会社会教育課（レ・コード館）

　☎ 0146・45・7833　　FAX 0146・45・7778

　町民文化祭を下記の日程で開催します。皆さまのご

来場を心よりお待ちしています。（入場無料）

【芸能発表会】

○日　程：10 月 18 日（日）

　　　　　開場 12 時 30 分　開演 13 時 00 分

○会　場：レ・コード館　町民ホール

○出演団体

こまどり民謡会、シングシング、新冠フラサークル、

ハーモニカサークルハルニレ、レ・コード館ダンス

舞、Crown’s Record、合唱団Ｖｏｌ、にいかっぷピー

マン楽団、新冠民族文化保存会、にいかっぷ重軽音楽

部、市民劇団『ど・こ～れ新冠』、新冠判官太鼓保存会、

新冠中学校吹奏楽部

【総合作品展】

○日　程：10 月 23 日（金）～ 10 月 25 日（日）

　　　　　10 時 00 分～ 18 時 00 分

　　　　　※ 10 月 25 日（日）は 16 時 00 分まで

○会　場：レ・コード館　町民ホール

○作品出展団体

池の坊 新冠華道サークル、新冠書院、此の径短歌サー

クル、新冠陶芸サークル、にいかっぷネイチャーズク

ラブ、新冠ほくと園、放課後子ども教室、認定こども

園ド・レ・ミ、町内小中学校、個人出展者

●問い合わせ先

　教育委員会社会教育課（レ・コード館）

　☎ 0146・45・7833　　FAX 0146・45・7778

「第 56 回新冠町民文化祭」のお知らせ

 電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設

置や運転を円滑にするため、立地する周辺地域

に交付される交付金です。

　令和８年度の交付金額は 23,217 千円の予定

で、新冠町立認定こども園ド・レ・ミの保育教

諭などの人件費に活用されます。

認定こども園ド・レ・ミ　☎ 0146・47・2489

令和８年度  電源立地地域対策交付金

全国大会で３位に入賞した
静内高校・北星学園女子中学高等学校連合チーム
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆三澤　隆光	 （30,000 円）

☆藤原　まさ子	 （古布１袋）

☆長谷川　照男

（トマト 7.5 ㎏、ミニトマト３㎏、ナス３㎏）

☆ボランティアグループちょぼら

	 （カット布６袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆山岡　栄治	 （100,000 円）

☆三澤　隆光	 （30,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆五嶋　定光	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布２袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

古布寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなく

なったものがありましたら、直接、国

保診療所・老人ホーム恵寿荘・町社会

福祉協議会にご持参ください。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

10
月

７日（水） 19：00～ 20：30 からだリセット講座

保健センター

14 日（水） 10：00～ 11：30 母親学級「キレイ☆ママパパる
～む」～育児編～

16 日（金） 15：00～ 16：30 フッ素塗布

21 日（水） 19：00～ 20：30 からだリセット講座

27 日（火） 受付 10：00～
受付 13：00～

４・７・12 カ月児健康診査
１歳６カ月・３歳児健康診査

11
月

１日（日）
２日（月）

受付 7：00～

特定健診、若年健診
胃・肺・大腸・前立腺がん検診
肝炎ウイルス・エキノコックス
症検査

事業の詳細は、対象者への個別案内などでお知らせします。

　　　　　　
　近年はヒグマとの突発的な遭遇による事故が全国各地で発生しているため野山に入られる方はヒグマと遭遇し

ないために、野山に入るときは次のことに注意しましょう。

ヒグマにご注意ください - ９月１日から 10 月 31 日までは「秋のヒグマ注意特別期間」です -

『山には一人で入らず音を出しながら歩く』
　自分がいることをヒグマに知らせることで遭遇を避

けられる可能性があがります。

『うす暗いときは山に入らない』
　視界も悪く突発的にヒグマに遭遇する可能性があり

ます。

『ヒグマのフンや足跡、動物の死体を見たら
すぐに引き返す』

　付近にヒグマが潜んでいる可能性があります。

『ゴミはヒグマを呼び寄せるため
　　　　　　　　　　　  絶対に捨てない』
　後から来る人を危険に陥れる可能性があるため絶対

にしないでください。

★もしも出会ってしまったら
　ヒグマの様子を見ながら、視線をそらさずに静かに

ゆっくりとその場から離れましょう。スマートフォン

などでの撮影はヒグマを興奮させるため絶対にしない

でください。

　子グマの近くには必ず親グマが居ます。不用意に近

づけば、我が子を守るために母グマが襲ってくるため

近づかないでください。

★市町村ヒグマ関連リンク集
　北海道では、ヒグマに関する注

意情報を提供している道内市町村

のホームページリンク集を公開し

ていますので、情報確認にご活用

ください。

●問い合わせ先

　産業課鳥獣被害対策推進室　☎ 0146・47・2110
●問い合わせ先：産業課鳥獣被害対策推進室　☎ 0146・47・2110

　ヒグマに対する対策をしても、ヒグマとの突発的な
遭遇を必ず避けられることはありませんので、不必要
に野山へ入ることはやめましょう。

北海道ホームページ
市町村ヒグマ関連情
報リンク集

　９月 17 日まで販売したプレミアム付商品券販売後

の残数を、二次販売いたします。

　二次販売は先着順での販売とし、商品券がなくなり

次第終了となります。購入を希望される方は、必要な

ものをご持参のうえ販売会場へお越しください。

〇販売日時

　令和８年 10 月 18 日（日）午前 10 時から

〇販売場所

　本町多目的交流センター（１階事務室）

〇販売方法および購入限度冊数

　先着順。１人最大 20 冊（10 万円）まで。

〇購入時に必要なもの

　身分証明書・現金

〇対象者

　町内に住所がある 18 歳以上の方

○商品券の内容

　１冊５，０００円で７，５００円分利用できる商品券

○商品券の使用期限

　令和８年 12 月 31 日（木）まで

※�使用期限を過ぎての使用や返金もできませんのでご

注意ください。

※�詳細は事務文書の「新冠町プレミアム付商品券二次

販売のお知らせ」をご確認ください。

●問い合わせ先

　新冠町商工会　　　　　☎ 0146・47・2421

　企画課商工労働観光係　☎ 0146・47・2498

新冠町プレミアム付商品券の『二次販売』を実施します

　令和７年度より帯状疱疹ワクチンが定期接種となっ

ています。

○帯状疱疹とは

　帯状疱疹は、水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化する

ことにより、神経に沿って、痛みを伴う水泡（水ぶくれ）

が現れる皮膚の病気です。

　合併症の一つに、皮膚の症状が治った後にも痛みが

残ることがあり、日常生活に支障をきたすこともあり

ます。

○帯状疱疹ワクチンについて

　帯状疱疹ワクチンには 2 種類あり、接種方法や、効

果とその持続期間、副反応などの特徴が異なっていま

すが、いずれのワクチンも、帯状疱疹やその合併症に

対する予防効果が認められています。

＜帯状疱疹ワクチンの助成対象者＞

（１）年度内に 65、70、75、80、85、90、95、100 歳

になる方

（２）60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫

の機能に重い病気のある方

※新冠町では、上記以外の 65 歳以上で早めに接種を

希望される方は定期接種対象年度を待たずに接種する

ことが出来ます。

　早めに接種を希望される方は、必ず事前に役場まで

お問い合わせいただき、予診票の発行を受けてください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

帯状疱疹ワクチンの定期接種について

　農地に住宅や農業経営に必要な施設を建設する

場合、あるいは資材置場や道路など農地以外にす

る場合には、農地転用許可が必要となります。

　この農地転用に係る申請については、農業委員

会の審議を経て、道（知事）へ送られ審議された後、

許可（もしくは不許可）となります。

　許可を受けずに建物を建設したり、許可の内容

と異なることを行った場合は、工事の中止、原状

回復などの指導が行われます。改善されない場合

は「農地法違反」として、懲役や罰金が科せられ

ることとなります。

　農地転用には他の法令の許可（農業振興地域指定

の変更など）も必要となる場合もあることから、申

請から許可されるまでに相当の日数を要しますの

で、転用の計画がある時はお気軽に農業委員会まで

ご相談の上、早急に申請手続きをお願いします。

●問い合わせ先

　農業委員会事務局 　 ☎ 0146・47・2472

農地の転用には許可が必要です

役場からのお知らせ 役場からのお知らせ 
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
今
年
で
80

周
年
と
な
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
幅
広
い
活
動
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

募
金
へ
の
協
力
は
、
自
治
会
で
の

戸
別
募
金
の
他
、
町
内
各
地
に
設
置

し
た
募
金
箱
、
寄
付
金
付
き
グ
ッ
ズ

（
バ
ッ
チ
・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
）

で
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
推
進
に
向
け
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
期
間　

10
月
１
日
～
12
月
31
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
共
同
募
金
委
員
会

（
新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
」
で
は
、
令
和
９
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

当
校
は
、
一
般
就
労
を
目
指
す
障

害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
職
業
訓
練

を
行
う
施
設
で
す
。

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
き
、
各
分
野
で
の
一
般

就
労
を
目
指
し
ま
す
。

〇
募
集
科
目
、
訓
練
期
間
、
対
象
者

〇
募
集
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
～
10
月
21
日
（
水
）

〇
選
考
日　

11
月
２
日
（
月
）

〇
選
考
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

〇
試
験
内
容　

数
学
、
国
語
、
面
接

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
・
５
２
・
２
７
７
４

　

法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委

員
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
・

誹
謗
中
傷
、
Ｄ
Ｖ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
人
権
に
関
す
る

困
り
ご
と
を
解
決
に
導
く
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を

対
象
と
し
た
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　

ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
人
に
相
談
す
る
こ
と
を
踏
み

と
ど
ま
っ
て
き
た
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
人
権
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
や
難

し
い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
隣
の
町
で
も
別
日
で
同

様
の
相
談
所
を
開
設
予
定
で
す
。
他

町
の
相
談
所
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
日
程
を
法
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

ア
イ
ヌ
の
人
々

○
日
時　

10
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
費
用　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
７
・
０
４
１
５

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
常
設
し
、

偶
数
月
に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な
ど
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

10
月
21
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
中
（
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
地

域
で
は
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
）
は
、
多
く
の
狩
猟
者
が
道
有
林

へ
入
林
し
ま
す
。
狩
猟
に
伴
う
事
故

防
止
の
た
め
、
こ
の
期
間
の
狩
猟
目

的
以
外
で
の
入
林
は
お
控
え
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
等
被
害
を

低
減
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
水
産
林
務
部
森
林
環
境
局

道
有
林
課
道
有
林
管
理
係

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
５
１
９

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

９
月-

28
日
（
月
）
・
30
日
（
水
）

10
月-

５
日
（
月
）
・
７
日
（
水
）

　
　
　

14
日
（
水
）
・
19
日
（
月
）

　
　
　

21
日
（
水
）
・
26
日
（
月
）

　
　
　

28
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

心
配
ご
と
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

知

お

ら

せ

コ
ー

ナ
ー

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 8年 9月 5日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課まちづくりグループ広報統計係 

 主幹兼係長 上村 晃司 様 
 

 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒０５９－２４１２ 
   北海道新冠郡新冠町字北星町１番地２ 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    ＴＥＬ４７－２００９  

ＦＡＸ４５－７０００  
 

          
    ［担当者］ 水口 卓也 
       TEL:0146-47-3500（新冠町デイサービスセンター内） 

件 名 
 

9月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］ 上記書類を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 
     

いつもお世話になっております。 
下記の原稿でお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 

新冠町相談支援事業所 相談室かける 

新冠町にお住いの障がいのある方の様々な相談に

対応します 

〇相談は年齢や障がい種別を問いません 

〇福祉サービスの利用、日常生活、仕事等どのよう

な内容にも応じます 

〇相談にかかる費用は無料です 

新冠町本町 65-17 えましあ１階 ℡47-2333 

 

O A・文具
リバティーはしもと

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

建設業を通じて地域に夢を与える

Ｔ 0146-45-5003 Ｆ 47-6005

新冠町大狩部９８ー１

まちを支える仕事、のぞいてみませんか？

ア
イ
ヌ
の
人
々
の人

権
相
談

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
訓
練
生
募
集

訓練期間 対象者 年齢による対象者

令和9年4月から6ヶ月

令和9年4月から1年

令和9年4月から1年

令和9年4月から2年

令和9年4月から1年 知的障がいのある求職者
新規中学校卒業者
と同年齢以上

総合実務科

科　名

建築デザイン科

身体障がい、精神障がい、
発達障がいのある求職者

高等学校卒業見込
み者と同年齢以上

ＣＡＤ機械科

総合ビジネス科

プログラム設計科

申請
受付中

▲ウェブサイト
はこちら

※おかけ間違いに
ご注意ください。

給付対象

給付内容

申請期限

令和８年５⽉１⽇時点の道内の全世帯主
アプリ申請：どうみんポイント5,500円相当
郵送申請：JCBギフトカード5,000円相当
令和８年11⽉16⽇（⽉）

申請はお済みでしょうか？
対象となる世帯主の皆様に申請に必要な
「案内はがき」をお送りしています。（６⽉下旬頃）

⚠はがきが届いていない⽅や紛失された⽅は、
お早めにお問い合わせください。
「案内はがき」の再発⾏には時間がかかります。

事業者の⽅へ ポイント取扱店舗への登録は、令和８年10⽉31⽇（⼟）まで受け付けています。
［事業者専⽤コールセンター］ 0120-651-745（無休9〜17時）

［利⽤者専⽤コールセンター］0120-842-076（無休9〜17時）
※おかけ間違いにご注意ください。

・即⽇ポイント給付
・ポイント取扱店舗約10,000店舗
・⺠間ポイントへ交換可能
・道からのお得な情報発信

道⺠の
皆様へ

ギフトカードお届けまで約３週間

狩
猟
期
間
中
に
お
け
る

道
有
林
へ
の
入
林
自
粛
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夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
本を読めなくなった人のための読書論	 若松 英輔
令和を生きぬく貴方たちへ	 美輪 明宏
アンネは、なぜ死んだのか	 土山 優
たびたび	 さくら ももこ
0 から学ぶおしゃべり手話入門	 サヤボー
自分だからできる仕事のつくり方	 秋元 祥治
物語をつむぐ元素の図鑑	 荒舩 良孝
それ、全部腸の話です。 	 胃腸 良子
物欲、やばっ。	 藤原 華
お酢推すレシピ	 岩間 明子
在来馬 8 種めぐり	 佐藤 円
レコード芸術を聴く悦楽	 岡崎 哲也
ぼけていく私	 佐藤 愛子
夏帆	 村上 春樹
ハヤブサ消防団　2	 池井戸 潤
永遠の記憶 ( ガリレオ 11)	 東野 圭吾
けんぐゎい 	 朝倉 かすみ
最恐ホラー呪われた図書館	 平山 夢明

今月の一冊

「王国」
湊 かなえ 著／マガジンハウス

生まれ故郷の海を愛する母、国際

協力事業団で海を守る仕事に就く

父、２人を見て育った浜崎朔也は

海洋学部で学び旅行代理店を経て、

ウェルネス・ツーリズムの会社「海

の王国」を興すが…。夢がようや

く形になりかけた矢先、ある悲劇

が起きる。湊かなえ作品第30作目。

アニマル号（移動図書館車）運行日程
10：40 ～ 10：50	 太陽簡易郵便局
15：00 ～ 15：30	 新冠小学校
16：00 ～ 16：25	 認定こども園ド・レ・ミ
16：35 ～ 16：55	 町民センター前（児童館）
10：05 ～ 10：20	 新冠小学校
11：20 ～ 11：35	 おうるの郷
12：00 ～ 12：15	 子ども発達支援センター
12：50 ～ 13：15	 認定こども園ド・レ・ミ
15：00 ～ 15：30	 新冠小学校
15：35 ～ 16：00	 町民センター前（児童館）

９月 30 日

10 月 8 日

14 日

新冠小学校
６年生です

ぼくと
　わたしの

夢
私の夢は、バレー

ボール選手になっ

て、大きい試合の

大会に出たいです。

理由は、バレーが

大好きだからです。

田中　珠奈絵をかくのが好き

な友達を集めて全

員で絵をかきたい。

白浜　唯乃

ぼくの将来の夢は

鷹匠と投資家です。

鷹匠は年収が低い

ので投資で年収の

部分を補い地域貢

献をしたいです。

ドイル　理央

※状況により運行が変更・中止となる場合があります

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

　

浜は

ま

ぐ

ち

じ

ん

じ

ろ

う

口

甚

四

郎

は

安

政

５

年

（
一
八
五
八
）
に
淡
路
島
（
兵
庫
県

三
原
郡
松
帆
村
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
28
年
（
一
八
九
五
）
に
家
族
４

人
を
伴
い
米
国
船
ソ
ス
テ
ル
レ
ー
ル

号
に
便
乗
し
て
函
館
に
上
陸
し
、
３

月
に
去

さ
る
わ
ら
べ童

村
（
朝
日
）
に
移
住
し
ま

し
た
。
明
治
39
年
に
同
志
を
集
め
て

農
事
組
合
を
結
成
、
開
拓
や
教
育
に

尽
力
し
て
村
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

　

郷
里
か
ら
大
切
に
持
参
し
た
も
の

に
酢す

と
っ
く
り

徳
利
（
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。

酢
は
調
味
料
で
す
が
、
体
調
の
改
善

や
殺
菌
作
用
が
あ
り
、
保
存
食
へ
の

利
用
も
で
き
ま
す
。
新
天
地
で
の
生

活
の
備
え
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

酢
徳
利
は
全
面
に
茶
褐
色
の
釉ゆ

う
や
く薬

を
施
し
た
陶
器
で
、
高
さ
38
セ
ン

チ
、
重
さ
４
・
６
キ
ロ
、
五
升
入
り

で
す
。
器
面
に
は
筆
書
で
中
央
に

屋
号
の
︿
ヲ
、
右
手
に
ヲ
ノ
、
左
手

に
ミ
チ
と
あ
り
、
広
島
県
尾お

の
み
ち道

の
ヤ

マ
ヲ
と
解
読
で
き
ま
す
。
調
べ
て
み

る
と
明
治
時
代
前
半
～
大
正
７
年
頃

（
一
九
一
八
）
に
尾
道
で
開
業
し
て

い
た
造
酢
業
の
稲い

な

だ

い

へ

え

田
伊
兵
衛
の
店
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

徳
利
は
注
文
に
よ
り
窯か

ま
も
と元

が
納
品

し
、
酢
を
注
い
だ
後
に
桐き

り

製
の
木
栓

を
し
て
販
売
・
出
荷
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
酢
徳
利
は
新
冠
の
開
拓
当

時
を
語
る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
乾 

芳
宏
）

将来の夢はバイク

で日本一をとるこ

とです。ジャンプ

をするのが気持ち

いいし、楽しいで

す。

中川　結翔

ふ
る
さ
と
探
究 

第
25
回

『
浜
口
甚
四
朗
と
酢
徳
利
』

あおぞら図書館事業
　図書プラザ「あおぞら図書館」を開催します。びっ

くり箱さんの読み聞かせや工作教室など年に一度

の屋外事業となっております。ご家族お揃いでお

越しください。

○開催日時　　10 月３日（土）　10 時～ 12 時

○場　　所　　レ・コードパーク

　　　　　　　（役場駐車場隣の公園、東屋付近）

○開催内容

　びっくり箱の読み聞かせ、図書プラザクイズ、

工作教室。アニマル号も運行します。

○その他

　くわしくは同日発行のチラシまたは図書プラザ

ホームページをご覧ください。

　雨天時はレ・コード館で開催します。

浜口　甚四郎

酢徳利（郷土資料館蔵）

びっくり箱のおはなし会
定例読み聞かせ（毎月第４土曜日開催）
　10 月 24 日（土）10：30 ～
赤ちゃんの絵本の読み聞かせ（毎月第４水曜日開催）
　10 月 28 日（水）10：30 ～

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」
場所　図書プラザ　おはなしのへや
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あなたの 119 番通報で救える命（通報時のポイント）
　「何が・どこで・誰が・どうしたか」などの通信員の質問に
落ち着いてゆっくり正確に伝えることが大切です。
　通報者の氏名、電話番号も確認させていただきます。
　（再度、消防から詳細の確認連絡がある場合があります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　消 防 署 新 冠 支 署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
８
年
９
月
25
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
８
年
10
月
号
（
通
巻
714
号
）

人の

うごき

人　口	 4,918 人	 （前月比	 ＋	20 人）

　男	 2,526 人	 （前月比	 ＋	15 人）

　女	 2,392 人	 （前月比	 ＋	 ５人）

世 帯	 2,849 世帯	 （前月比	 ＋	18 世帯）
（令和８年８月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

１件（１件）

13件（８件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（０人）

２人（２人）

救急件数

 24件（ 22件）

246件（206件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

１件（０件）

１件（３件）

発生件数

１件（０件）

２件（２件）

区　分

８月

８年１～８月

区　分

８月

８年１～８月

戸  籍  の  窓

　

第
九
十
三
話

　

　「
新
冠
温
泉
事
情
」
（
要
約
文
）

　

新
冠
に
は
古
く
か
ら
温
泉
場
が
複
数
あ
っ

た
。
火
山
帯
で
は
な
い
の
で
冷
泉
だ
が
、
こ
れ

を
沸
か
し
湯
に
し
て
人
々
は
利
用
し
て
き
た
。

そ
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
た
い
。

●
無
名
温
泉
と
砂
金
掘
り

　

明
治
時
代
、
高
江
と
節
婦
の
間
に
泥
火
山
か

ら
の
湧
水
を
沸
か
し
た
温
泉
が
あ
っ
た
。
こ
の

近
く
で
砂
金
掘
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

一
攫
千
金
を
夢
見
た
人
た
ち
の
憩
い
の
場
所
で

あ
っ
た
。

●
前
田
温
泉

　

大
正
八
年
頃
、
新
冠
と
静
内
の
境
界
付
近
に

湧
水
を
沸
か
し
た
温
泉
が
あ
っ
た
。
白
髪
の
老

婆
が
一
人
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
交
通
機
関
の

無
か
っ
た
時
代
、
多
く
の
人
が
こ
こ
で
足
を
癒

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

●
節
婦
稲
荷
温
泉

　

大
正
十
五
年
、
節
婦
稲
荷
神
社
が
建
立
さ
れ

た
。
建
立
者
は
夢
で
お
告
げ
を
受
け
神
社
を
建

て
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
く
の
沢
の
水
が
温
泉

に
適
す
る
と
も
お
告
げ
が
あ
り
、
泉
質
を
調
査

し
稲
荷
温
泉
と
称
し
た
と
記
録
が
あ
る
。

●
大
東
温
泉
と
黒
大
工

　

昭
和
十
年
頃
、
道
路
側
に
窓
が
無
く
湯
気
抜

き
屋
根
の
か
か
っ
た
建
物
が
節
婦
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
男
が
住
ん
で
お
り
、
色
黒
で
手
先
が
器

用
だ
っ
た
こ
と
か
ら
黒
大
工
と
呼
ば
れ
て
い
た

と
い
う
。

●
姉
去
温
泉

　

大
富
に
あ
る
渓
流
の
上
流
に
泉
源
が
あ
り
、

こ
れ
を
沸
か
し
湯
に
し
て
付
近
の
人
は
利
用
し

た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

●
判
官
館
温
泉

　

昭
和
三
十
年
頃
、
観
光
開
発
と
し
て
試
掘
と

地
下
水
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
泉
源
が
町
民
の

保
養
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
こ

の
場
所
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
（
現
在
は
廃
業
）

を
建
設
す
る
こ
と
に
方
針
変
更
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
平
成

十
年
に
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
が
オ
ー
プ
ン
し
、
町

の
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

判官館温泉跡（旧ユースホステル付近）

８月６日～９月５日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

川村　慎　	 ♡	 鹿島　寿　	 東　町

伊藤　航　	 ♡	 阿部　里英	 中央町

●お誕生おめでとうございます

福 嶋 　 里
り つ

都	（竜太	 千夏 )	 中央町

●おくやみ申し上げます

三澤　松栄	 　８６歳	 大　富

佐々木基子	 　６３歳	 北星町

向井　成司	 　９３歳	 大狩部

椎名　德次	 　７８歳	 新　和

小田島克彦	 　５６歳	 太　陽

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パ パ　　　 マ マ


